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【課題の概要】 
本研究は、クォーク複合系である核⼦スピンの起源を、

CERN での COMPASS 国際共同研究により解明しようとす
るものである。研究代表者らは偏極重陽⼦標的の実装を担い、
ミュオンと核⼦の⾮対称散乱量の測定によってクォークの軌
道⾓運動での寄与を抽出する。さらに、クォークの電気双極
⼦能率の検出にも結び付けることを⽬指している。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
本研究では、標的となる重陽⼦の偏極度向上によって、⾮対

称散乱量の測定精度を 2 倍に向上させる。それにより d クォ
ークの軌道⾓運動量の寄与を確定することが期待される。さ
らに、u クォークの結果と合わせてクォークの電気双極⼦能
率に関する情報を獲得することも期待できる。 

 


